
（RAMSA NET）によ
る音場調整や出力監視
制御、そしてRAMSA
初のフルデジタル音響
効果卓等の導入など。
その結果、出力系統は
スピーカー総計約130
台、パワーアンプ84
台／約55,000W、イ
コライザー50系統、さらにワイヤレス26波対応など、大規
模システムながら、高品位・高精度、省スペースと高い操作
性を実現しています。

富山市では市民レベルの芸術文化活動の活性化を狙い、既設の
富山市民プラザや富山能楽堂、1996年9月に完成した富山市
芸術文化ホールをあわせ、創造と上演、観賞が三位一体となっ
た「劇場都市とやま」を展開しています。中核施設となる富山市
芸術文化ホールは、北陸圏初の三面半舞台をもつ本格的なオペ
ラホールです。その愛称である“オーバード”が意味する「夜明け
の音楽」のとおり、これからの環日本海文化交流の中枢をも担
う、個性あふれる舞台芸術活動を創出する拠点となります。4
層のバルコニーが特徴的なこのオペラホールの、舞台演出の中
枢としてRAMSAのフルデジタルミキサーをはじめとする音響
システムが採用されました。

オーバードホールはオペラを主眼とした三面半の舞台と、用
途に応じて客席を1,650席から2,200席まで変換できる可
変機構をもちオペラ、クラシックコンサート、式典、歌謡シ
ョーなどさまざまな催しに対応できる多機能ホールです。音
響システムついては舞台芸術を本格的に上演することを前提
条件とし、従来の多目的ホールにみられるようなスピーチと
映画音声や軽音楽の再生を使用目的とするのではなく、大型
劇場や商業劇場で上演されるオペラ、ミュージカル、バレ
エ、ポピュラー音楽コンサートなどにそのまま使用できる機
能と性能を備えています。具体的にはプロセニアム周辺のメ
インスピーカー系統、シーリング／ウォールなど効果音用の
系統、コンセント系統などの出力系機器の充実、高速LAN
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■システムの概要

●所 在 地：富山市牛島町9-28
●納入年月：平成8年（1996年）3月
●納入会社：松下電器産業株式会社北陸支店

1

音響調整室の効果
卓（手前側：デジ
タルミキサーWR-
DX-1000シリー
ズ）と音声調整卓
（WR-C500シリ
ーズ）



●オペラや演劇を上演する大規模劇場のために開発した
デジタルミキサーWR-DX1000シリーズ。

複雑なフェーダー操作を自動化、多彩な効果音演出をスムー
ズにおこなうフルデジタルミキシングコンソールを採用。デジ
タル信号処理による高信頼、高精度、高ダイナミックレンジを
確保するとともに、効果卓として2系統999シーン分の操作
を記憶し瞬時に再現可能、ワイヤレスマイク等の拡声音の系
統と効果音の系統を分けて登録しておくことにより急激な場面
転換にも容易に対応できます。また512入力と256出力をコ
ントロール部とラック3架に集約、動作画面がひと目でわかる
2画面ディスプレイなど、省スペース、フレンドリーな操作性
を実現。高度な演出を簡単操作でおこなえます。

●主音声調整卓には多目的ホールに実績ある
設備用ミキシングコンソールWR-C500シリーズ。

拡声系の音声調整卓には25系統のミキシングバス、28chマ
トリクスアウトを装備した32入力の設備用ミキサーWR-
C500/32を採用しています。マトリクスの出力レベルやチャ
ンネルのON/OFF状態を128パターンまで記憶、簡単操作で
再現できるなど、効果系のデジタルミキサーとの2連構成によ
るトータルコントロール環境を提供し、オペレーターの負担を
低減しています。

●パターンプリセットシステムに、LANによる
高速ネットワークシステム（RAMSA NETⅡ）を採用。

スピーカー130台、パワーアンプ84台、イコライザー50系
統など複雑な出力制御や催しにあわせた音場調整のパターンを
プリセット。LANによる高速ネットワークシステムを採用、処
理スピードを高速化し、短時間で大容量のデータ処理が可能
です。音場セッティングや出力制御パターンはパソコンのディ
スプレイ上で視覚的に確認、切換えが可能なほか、ソフト・ハ
ードウェアのバージョンアップに柔軟に対応し拡張や変更もス
ムーズにおこなえます。

●多チャンネル対応の800Mhz帯PLL
ワイヤレスマイクシステムを採用。

動きの激しいオペラやミュージカルで、マイクコードに動きを
制限されないワイヤレスマイクは不可欠です。
RAMSA800MHz帯ワイヤレスマイクシステムは、高い周波
数安定度を実現したPLLシンセサイザー方式により、同一空
間でA帯13チャンネル、AX帯13チャンネルの合計26本のワ
イヤレスマイクが使用できます。さまざまな演目で、多数のワ
イヤレスマイク同時使用を実現しました。

■システムの特長

2

客席可変機能により1650席のオペラ形式、1800席のコンサート形式、2200席のコンベンション形式に対応します


